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高
鍋
町
議
会

 

議
長
　
青
木
　
善
明

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
２
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
た
な
抱
負
を
胸
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
町

議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
天
皇
陛
下
が
５
月

１
日
に
即
位
さ
れ
、
元
号
が
「
平

成
」
か
ら
「
令
和
」
と
な
る
新
し

い
時
代
に
移
行
し
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
消
費
税
が
増
税

と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
消

費
の
減
退
を
防
ぐ
べ
く
対
策
は
打

た
れ
た
も
の
の
、
期
限
付
き
、
限

定
的
な
制
度
で
あ
り
、
今
後
の
景

気
の
動
向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
今
日
の
高
齢
社
会
の
中
で
の
年

金
制
度
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の

８
割
が
年
金
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
へ

の
不
安
や
、
直
面
す
る
生
活
の
変

化
に
対
し
て
、
経
済
対
策
は
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
経

済
の
景
気
の
先
行
き
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
い

て
は
、
宮
崎
キ
ヤ
ノ
ン
本
社
高
鍋

事
業
所
の
全
面
操
業
開
始
を
は
じ

め
、
こ
こ
数
年
で
多
く
の
企
業
が

立
地
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の

産
業
、
経
済
が
大
き
く
発
展
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
方
、
自
然
災
害
が
全
国
的
に

多
く
発
生
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
今
も
な
お
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。本
町
で
も
、

８
月
に
は
台
風
８
号
、
10
号
の
暴

風
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。町
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
、

災
害
へ
の
備
え
や
対
応
な
ど
に
つ

い
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
時
代
は
著
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
時
代
に
躍
進
す

る
た
め
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

鍵
は
人
材
の
発
掘
・
育
成
で
あ
り

ま
す
。
農
・
商
・
工
の
若
者
が
一

丸
と
な
り
、
若
者
が
持
つ
希
望
に

満
ち
た
情
熱
や
創
造
力
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、
歴
史
と
文
教
の
地
に
融

合
・
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　
今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

中
で
、町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

「
夢
と
希
望
に
輝
く
、
未
来
を
見

据
え
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
、
本
町
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て
、
私
た
ち
議
員

も
使
命
感
と
責
任
を
持
っ
て
、
直

面
す
る
町
政
の
課
題
解
決
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
穏
や
か
な
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。 
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高
鍋
町
長
　
黒
木
　
敏
之

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
国
内
で
は
、
豪
雨

や
大
型
台
風
な
ど
、
一
昨
年
に
引

き
続
き
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多

発
し
ま
し
た
。
幸
い
、
本
町
で
は

大
き
な
被
害
は
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
近
年
の
地
球
温
暖

化
に
起
因
し
た
大
規
模
自
然
災
害

は
常
態
化
し
て
お
り
、
今
後
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
守

る
に
は
、
さ
ら
な
る
防
災
強
化
の

取
り
組
み
が
急
務
で
あ
る
た
め
、

国
及
び
県
に
対
し
災
害
多
発
箇
所

の
改
善
要
望
を
強
く
求
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
３
月
に
は
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た
町
内

２
つ
目
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
樋

渡
地
区
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
産
業
で
は
、
８
月
に
宮
崎
キ
ヤ

ノ
ン
本
社
高
鍋
事
業
所
の
フ
ル
稼

働
が
始
ま
り
、
１
，
１
０
０
名
の

従
業
員
の
皆
さ
ま
が
通
勤
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
工
場
開
設

か
ら
５
０
０
人
の
新
規
採
用
計
画

が
あ
り
、
今
後
も
年
ご
と
に
従
業

員
数
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
６
月
に
は
、
高
鍋
町

と
連
携
協
定
を
結
ぶ
エ
イ
ム
ネ
ク

ス
ト
株
式
会
社
と
共
に
「
高
鍋
町

Ｉ
ｏ
Ｔ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
町
内
全
域
に

構
築
さ
れ
た
「
地
域
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
よ
る
実
証
実

験
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に

よ
る
高
鍋
町
の
ス
マ
ー
ト
化
と
い

う
可
能
性
を
期
待
さ
せ
る
内
容
で

し
た
。

　
ま
た
、
高
鍋
町
美
術
館
開
館
20

周
年
を
記
念
し
て
高
鍋
町
で
は
初

と
な
る
現
代
ア
ー
ト
展
「
パ
ラ
レ

ル
・
ト
ラ
ベ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
他
に
も
10
回
目
で
フ
ァ
イ
ナ

ル
を
迎
え
た
「
き
ゃ
べ
つ
畑
の
ひ

ま
わ
り
祭
り
」
、「
第
19
回
高
鍋
城

灯
籠
ま
つ
り
」
、「
第
２
回
餃
子
フ

ェ
ス
＆
商
人
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
高

鍋
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
10
月
に
は
、

餃
子
の
ま
ち
高
鍋
推
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
今
後
の
高
鍋
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
記
念
す
べ
き
年
で
は
あ
り

ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
、
地
方
経
済
の
衰
退
な
ど
、
地

方
が
抱
え
る
課
題
に
加
え
、５
Ｇ
、

Ａ
Ｉ 

、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技
術
革

新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
経
済
・
産
業
構
造
、
社
会
基

盤
の
改
革
な
ど
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
際
情
勢
を
見
ま
す
と
、
デ
ジ

タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
の
席
巻
、
米
ト
ラ
ン
プ
政

権
主
導
に
よ
る
貿
易
戦
争
な
ど
、

日
本
を
取
り
巻
く
状
況
は
混
乱
を

極
め
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
潮
流
を
認
識
し
な
が
ら
、

本
年
、
高
鍋
町
は
、
福
祉
の
充
実
、

子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
、
農
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
六
次
産
業
化
、

高
鍋
駅
及
び
蚊
口
海
浜
公
園
の
再

生
、
図
書
館
の
再
生
、
高
鍋
城
址

の
整
備
、
空
き
家
対
策
、
定
住
移

住
の
促
進
、
ま
ち
な
か
再
生
、
道

路
整
備
な
ど
の
課
題
を
再
認
識
し
、

選
択
と
集
中
に
よ
る
中
長
期
的
な

計
画
も
含
め
、
改
革
を
推
し
進
め

な
が
ら
「
豊
か
で
美
し
い
歴
史
と

文
教
の
城
下
町
」
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
積
極
的
な
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
幸

多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

令和２年　新年のごあいさつ
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　ぼくが所属するミニバ
スケットボールクラブは、
去年の県大会で準優勝し
ました。今年はさらに練
習し、優勝を目指したい

です。そして、練習はも
ちろん、バスケットボー
ルを始めたばかりの後輩
の面倒もみたいと思いま
す。
   そして、今年ぼくは小
学校でも６年生になるの
で、下級生のお手本にな
るような学校生活を送り
たいと思います。廊下を
走らないなど基本的なこ
とはもちろん、新しいこ
とにも進んで取り組みた
いです。

3

大畑　朋子さん
（昭和35年生）

　町内の保育園で保育士と
して２歳児クラスを担当し
ています。仕事をする中で
一番気を付けているのは、
子どもたちの安全面や体調

面です。
　日々成長する子どもたち
が、今までできなかったこ
とができるようになる瞬間
を間近で見ることができる
のが楽しみです。子どもた
ちと触れ合うことで私も元
気をもらっています。
　今年の抱負は「体調管理
をしっかりとして元気に仕
事をすること」です。旅行
やおいしいものを食べるこ
とでリフレッシュもしたい
ですね。

坂元　陽海くん
（平成20年生）

奥山　恵理華さん

（平成８年生）
　ゴルフのキャディーとし
て働き始めて５年目になり
ました。日々お客さまとラ
ウンドをしたり、毎年２回
ある知識テストに備えて座

学や実地勉強をしたりして
います。
　自分のアドバイス通りに
お客様が打つことができ、
感謝される時にやりがいを
感じます。同僚の方々にも
支えられ、仕事を楽しんで
います。
　今年の抱負は「どんなお
客さまにも柔軟に対応し、
余裕を持って仕事に取り組
むこと」です。お互い気持
ちよくラウンドできるよう
に努めたいです。

大津　政一さん

（昭和23年生）
   萩原地区の公民館長をし
ています。地域の皆さんを
はじめ、周りの方々に支え
ていただき、公民館長の仕
事を行うことができていま

す。
　また、趣味のゴルフでは、
住んでいる場所も年齢もさ
まざまな方々との交流を楽
しんでいます。
　今年の抱負は「マナーや
ルールを大事にすること」
です。人と接する時に、相
手を思い、気遣うマナーを
より一層心掛けたいと考え
ます。そして、健康に安全
に生きるために改めてルー
ルを大切にしていきたいで
す。

森　　愛さん

（昭和59年生）
　多肉植物の生産・販売
や寄せ植えワークショッ
プを行っています。お客
さまに喜んでもらえたり、
植物に触れ合う活動（花

育）で子どもたちが植物
を好きになってくれたり
することにやりがいを感
じています。
　今年の抱負は「昨年以
上に仕事に一生懸命取り
組み、忙しく充実した日々
を送ること」です。２月
１日、２日にはイオンモ
ール宮崎で開催される「花
の祭典」で多肉植物の展示
とワークショップ（無料）
を行う予定なので、皆さ
んぜひお越しください。

飛田　博温さん

（昭和11年生）
　定年後も含めると48年
間、県立・私立高校で教
員や校長を務めてきまし
た。嬉しいことに昨年は、
最初に赴任した学校の教

え子が45年ぶりに訪ねて
くれました。
　小学生の時に、校内の
放送劇で石井十次先生役
をしたことがきっかけで、
郷土史の研究を続けてい
ます。この趣味のおかげ
で交流や楽しみが生まれ、
生きがいになっています。
　今年の抱負は「しっか
り生きること」です。自
分の信念を貫き、はつら
つとして生きていきたい
です。

平野　直美さん（昭和47年生）
平野　春陽くん（平成20年生）
德渕　美廣さん（昭和23年生）
直美さん：地域コーディ
ネーターとして、小中学
校の授業などでボランテ
ィアの協力が必要な時に、
学校とボランティアの方

との連絡調整をしていま
す。ボランティアの方と
の交流に癒され、元気を
もらっています。
　今年も子どもたちの試
合で声を嗄らし、おいし
いビールを飲みたいです。
春陽くん：今年は小学校
最後の学年になるので、勉
強も行事も一生懸命頑張
りたいです。
美廣さん：今年も変わら
ず健康で元気に過ごし、魚
釣りを楽しみたいです。

直美さん 春陽くん 美廣さん

３
世
代
が
子
年
♪
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　１月５日、たかしんホール（高鍋町中央公民館）で高鍋町成人式が行われました。今年は、160人（男性89人、女性71人）
が出席し、大人への第一歩を踏み出しました。
　会場は、色とりどりの晴れ着に身を包み、久しぶりに会う友人と記念撮影をしたり、話に花を咲かせたりする新成
人の笑顔であふれていました。
　厳粛に行われた式典では、新成人を代表して、黒木寛乃さんが「ここまで支えて下さった皆さまに感謝するととも
に成人としての自覚や責任を持ち、社会に貢献できるよう常に向上していきたいと思います」と決意の言葉を述べま
した。
　人生の大切な節目を迎えた新成人の皆さん、これから大いに飛躍してください。

高鍋手話サークルによる手
話通訳

舞鶴一座 秋月鼓童による演奏 高鍋町消防団ラッパ隊による演奏

黒木　寛乃さん 別府　咲良さん（左）
十河　　誠さん（右）

今西　克仁さん 𠮷田　太一さん（左）
島埜内　凜さん（右）

恩師からのビデオメッセージ

感謝の言葉

最後はみんなで万歳三唱！

成人証書授与 町民憲章朗読 司会進行

高鍋東中学校区の皆さん
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  成人式のしおりを作成する様子

委員長　別府　咲良さん

今後の抱負を聞きました！

作成する様子作成する様子

良良さんさん

今後後の抱負

謙虚な心を忘れず、常に
周りの人々に感謝をして、
周りを見渡せる人になり
たいです。

今大学生なので、あと２
年間勉学に励み、社会に
貢献できる大人になりた
いです。

実行委員　𠮷田　太一さん

副委員長　島埜内　凜さん

これから就職活動が始まる
ので、社会にふさわしい大
人になれるように自分らし
く成長していきたいです。

高鍋西中学校区の皆さん
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令
和
２
年 

高
鍋
町
消
防
始
式

　
１
月
12
日
に
令
和
２
年
高
鍋
町
消

防
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
が
通
常
点
検
な
ら
び
に

小
隊
訓
練
な
ど
を
披
露
し
、
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
消
防
始
式
の
部

　
第
１
位
　
第
10
部

　
第
２
位
　
第
９
部

　
第
３
位
　
第
11
部

◎
優
秀
指
揮
者
の
部

　
第
９
部
部
長
　
渡
部
　
正
和

　
第
10
部
部
長
　
山
下
　
太
志

　
第
13
部
部
長   

谷
口
　
雄
一

◎
年
間
機
庫
点
検
の
部

　
第
１
位
　
第
10
部

　
第
２
位
　
第
７
部

　
第
３
位
　
第
８
部
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ボ

灯

　12月25日、県企業局県電ホールにて、高鍋点訳サークル「おすず」
が、令和元年度ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰に選
ばれました。
　高鍋点訳サークル「おすず」は、行政からのお知らせなどを点訳
して視覚障がい者の方々へ町政情報を提供したり、点訳ボランティ
ア養成講座を開催したりしている団体です。
　平成29年から約２年をかけて「高鍋町史前編（約１，２００ペー
ジ）」を点訳し、視覚障がい者の方々に町の歴史を知るきっかけを
作った功績が評価され、表彰されました。

　12月24日、役場にて「第４
回高鍋城灯籠まつり写真コン
テスト」の表彰式があり、受
賞者が表彰されました。
　今回は、ビギナーの部、ベ
テランの部合わせて37点の応
募がありました。たくさんの
ご応募ありがとうございます。
　入選した作品は、１月７日
から２月28日まで役場１階ロ
ビーに展示中です。皆さんぜ
ひご覧ください。　

ランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰

籠まつり写真コンテスト

上野　宏政さん「ファンタジー」

発水試験の様子

消防始式の部　第１位　第 10部 優秀指揮者の部　表彰の様子

衛藤　佐代子さん「灯籠とライト」

高鍋点訳サークル「おすず」の皆さん


